
防災
アプリ

　
令
和
元
年
度
決
算
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
決
算
は
１
年

間
の
事
業
内
容
を
歳
入
（
収

入
）
と
歳
出
（
支
出
）
で
表
し

た
も
の
で
す
。

　
令
和
元
年
度
は
、
総
合
計

画
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
事
業

や
総
合
戦
略
に
掲
げ
ら
れ
た

施
策
な
ど
、
住
民
生
活
に
大

き
な
影
響
の
あ
る
も
の
や
町

の
発
展
に
つ
な
が
る
施
策
、

事
業
を
優
先
的
に
実
施
し
ま

し
た
。

　
特
に
、
小
中
学
生
の
医
療

費
の
無
償
化
を
は
じ
め
、
子

育
て
女
性
の
就
労
支
援
、
日

野
小
学
校
の
ト
イ
レ
改
修
等
、

子
育
て
分
野
に
力
を
入
れ
、

ま
た
、
日
野
駅
『
鉄
道
資
料

展
示
室
』
の
整
備
な
ど
、
地

域
活
性
化
に
取
り
組
み
ま
し

た
。

　
ま
た
、
法
人
の
業
績
好
調

等
に
よ
る
町
税
の
増
収
を
受

け
、
小
学
校
の
外
ト
イ
レ
の

洋
式
化
や
行
政
懇
談
会
な
ど

で
要
望
の
あ
っ
た
道
路
補
修

等
に
も
取
り
組
む
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
今
後
も
限
ら
れ

た
財
源
の
な
か
で
、
安
定
し

た
財
政
運
営
を
行
っ
て
い
く

た
め
、
財
政
健
全
化
へ
の
取

り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

決算報告
令和元年度

令和元年度決算報告

一般会計 歳入
96億3,901万円

一般会計 歳出
91億4,390万円

・歳入総額は、前年度と比較すると1億
5,532万円増加となりました。

・法人の業績好調により、町税が大幅に増
収となりました。

・地方交付税は、前年度の法人税割の増加
により減収となりました。

・県支出金は、畜産農家の施設整備に係る
補助金等により大幅な増収となりました。

・町債は、臨時財政対策債の減少により減
収となりました。

・繰越金は、町税の増収が影響し、増収と
なりました。

防災情報を迅速に伝達するため、
防災情報伝達システムの構築に
向けたシステムの設計を実施
（令和2年度に整備予定）。

・歳出総額は、前年度と比較すると1億
7,713万円増加となりました。

・物件費は、情報機器の更新設定や公共施
設の長寿命化計画等の各種計画の作成な
どにより増加となりました。

・公債費は、過去の建設工事に伴い発行し
た町債の返済が増えており、増加してい
ます。

・扶助費に関しては、幼児教育・保育の無償化等、年々
増加する社会保障関係経費により増加しています。

・補助費等は、布引ライフ組合の火葬場整備に係る負担
金の減少等により減額となりました。

町税
41億5,071万円

（43.1%）

自主財源
50億

9,018万円
（52.8%）

依存財源
45億

4,884万円
（47.2%）

繰入金
4,155万円（0.4%）

地方交付税
13億1,370万円

（13.6%）

国庫支出金
9億6,358万円
（10.0%）

県支出金
11億8,870万円

（12.3%）

地方債
4億3,512万円

（4.5%）

繰越金
5億1,693万円

（5.4%）

その他  1億6,038万円（1.7%）
県税交付金

4億8,736万円（5.1%）

分担金および負担金
1億5,458万円（1.6%）

その他
2億2,641万円（2.3%）

投資的経費
12億5,924万円

（13.8%）

補助費等
10億8,870万円

（11.9%）

普通建設事業費
12億5,924万円

（13.8%）

扶助費
16億6,363万円

（18.2%）

物件費
14億134万円
（15.3%）

繰出金
11億9,474万円

（13.1%）

維持補修費
6,727万円
（0.7%）

人件費
15億4,344万円

（16.9%）

一般行政経費
39億

3,077万円
（43.0%）

公債費
7億4,683万円

（8.2%）

公債費
7億4,683万円

（8.2%）

義務的経費
39億

5,389万円
（43.2%）

その他経費  1億7,873万円（2.0%）

※各項目で四捨五入しているため、合計および割合が一致しない場合があります。

令和元年度に実施した主な事業

防災情報伝達システムの
構築に向けた取組

171万円171万円
女性活躍施設つどいのひろば
『ぽけっと』にて子育て女性の
再就職を応援する就労セミナー
やカウンセリング等を実施。

子育て女性への
就労支援

70万円70万円
衛生面の改善や教育環境の向上
を図るため、日野小学校のトイ
レの大規模改修を実施。

日野小学校トイレ
大規模改修

4,846万円4,846万円
国の社会資本整備総合交付金を
活用し、町道西大路鎌掛線の道
路改良工事を実施。

町道西大路鎌掛線道路
改良工事

1億7,975万円1億7,975万円
公共施設の老朽化に対応するた
め、小中学校、都市公園および
わたむきホール虹の長寿命化計
画を策定。

公共施設の老朽化対応

1,814万円1,814万円
町内外の方からいただいたふる
さと納税を活用して、日野駅の
活性化のため、『鉄道資料展示
室』を整備。

ふるさと納税を活用した
日野駅の活性化

1,735万円1,735万円
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令和元年度決算報告

一般会計の借金と貯金 借入を抑制し計画的な
積立を行いました

貯金（基金残高）

　町の借金は、29年をピークに増加傾向にありま
したが、近年は、新たな借り入れを抑制しているこ
とから、減少傾向にあります。

　町の貯金は、町税収入が減少した29年度に減少
しましたが、近年は、今後の財政需要に備えるため、
積立を行っています。

健全化判断比率 町の財政は健全です

実質公債費比率 将来負担比率

　実質公債費比率は、年間の借金返済の大きさを
表しています。近年は、過去に借り入れた借金の返
済が増えており、増加傾向にあります。

　将来負担比率は、将来に負担が見込まれる負債
の大きさです。令和元年度は、新たな借り入れを抑
制し、返済を進めたこと、貯金が増えたことが影響し、
減少しています。

　財政の健全化を示す指標は、いずれも早期健全化基準（実質公債費比率25%、将来負
担比率350%）を大きく下回っており、当町の財政状況は健全であることを示しています。

借金（町債残高）

81

82

83

84

85

86

87

88
（億円）

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

83.2

86.4

87.1
86.8

84.3

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

22.6 22.6

20.2

21.3

22.7
（億円）

18.5

19.0

19.5

20.0

20.5

21.0

21.5

22.0

22.5

23.0

平成29年度
3.0

4.0

5.0

6.0

7.0
（%）

平成27年度 平成28年度 平成30年度 令和元年度

4.8

4.4
4.6

5.3

6.3

30

40

50

60

70
（%）

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

42.3

62.8
65.7 66.8

62.6

◆問い合わせ先　総務課　財政担当　☎0748-52-6500
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